
 
 

平成２９年度（平成２９年４月から平成３０年３月まで）の受入額とその使いみちをご報告いたします。 

 

 

寄附件数       596件 

寄附金額  32,013,278円 

 

（使途別内訳） 

① 自然環境の保全 15件 1,018,398円 

② 次世代育成支援 86件 13,123,367円 

③ 本県の活力増進 25件 684,673円 

④ おまかせ（災害復旧・復興のための事業） 470件 17,186,840円 

合計 596件 32,013,278円 

※件数及び金額は、個人及び法人等の団体からの寄附を含めたものです。 

 

  活用させていただきました事業をご紹介いたします。 

 

 

●国立公園等施設整備事業 

尾瀬や裏磐梯などのすばらしい風致景観を
維持し、利用者の安全確保と利便性向上のた
め、登山道や山岳トイレ等の施設を整備しまし
た。 

●環境・生態系保全活動支援事業 

環境浄化作用や生物多様性の維持に重要
な藻場(いわき市)・干潟(相馬市)の機能を回
復するため、漁業者が実施する保全活動への
支援を行いました。 

 
（五色沼の休憩施設） 

 
（アサリを食害するサキグロタマツメタ 

の卵塊の駆除） 

 

 

 

  



 

●子育て応援パスポート事業 

子育てしやすい県づくりの一環として、協賛
企業からの支援サービスが受けられるパスポ
ート（ファミたんカード）を、子育て家庭に交付
しました。 

●学力向上推進支援事業（小・中学校） 

授業改善に資する評価問題を作成し、活用
を図るとともに、学力調査を実施し、状況を把
握して指導改善に生かすことにより、本県児
童生徒の学力向上を図りました。 

 
（ファミたんカード） 

 
（小学生の授業風景） 

●アクティブ・ラーニングによる学力向上推進事業 

社会や地域に貢献できる人材の育成を目指し、各県立
高等学校における学力向上への取組や地域と交流する
取組等を支援しました。また、高校１・２年生の希望者を対
象とした学習セミナーを実施し、他校の生徒との交流や
発表の機会なども設けました。 

 

 
（高校１年生の発表の様子） 

 

●チャレンジふくしま首都圏情報発信拠点事業  

風評払拭、本県のイメージ回復、震災の風化
防止を図るため、本県のアンテナショップ「日本
橋ふくしま館MIDETTE（ミデッテ）」において、県
内団体との連携のもと、復興に向かう「ふくしま
の今」等を総合的、継続的に発信しました。 

 
（日本橋ふくしま館 MIDETTE） 

 

●生活基盤緊急改善事業 

住民の生活に密着した身近な生活基盤のう
ち緊急に改善を要するものについて、ニーズに
即応して迅速かつ的確に対応し、県民生活の
利便性や快適性、安全性のより一層の向上を
図りました。 

 
（県道霊山松川線） 

 

ふるさとふくしま
応援寄附金を大
事に活用させてい
ただきました♪ 


